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  新型鉄系超伝導体 Sr4V2O6Fe2As2は、FeAs 層とペロブスカイト型の Sr2VO3

が c 軸方向に積層した結晶構造をとり、比較的高い Tc〜37 K を示す[1]。LDA
バンド計算では、Fe 3d 軌道に加えて V 3d 軌道に由来するエネルギーバンド

もフェルミ準位を切り、他の鉄系超伝導体とは異なる複雑なフェルミ面を有す

ることが指摘されており[2]、電子状態と超伝導機構との関係を解明する上で

鍵となる物質として注目を集めている。しかし、電子状態に関する実験的な知

見はほとんど得られていない。そこで今回我々は、Photon Factory BL-28A
において Sr4V2O6Fe2As2 (Tc = 31 K)の高分解能 ARPES を行い、そのバンド

分散およびフェルミ面形状を決定した[3]。 
  図 1 に、常伝導状態(T = 40 K)で測定した Sr4V2O6Fe2As2 のフェルミ準位近

傍の ARPES スペクトルを示す。 
点、M点でそれぞれホールバン

ドと電子バンドがフェルミ準位を

切っていることが分かる。二次元

的な波数空間を網羅した測定を

行うことで、これらのバンドが形

成するフェルミ面を決定すること

に成功した。発表では、エネル

ギーの異なる励起光を用いて測

定した結果についても報告する。

また、バンド計算や他の鉄系超

伝導体における ARPES 結果と

比較を行い、電子状態と超伝導

発現機構との関係について議論

する。 
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図 1:  80 eV の励起光を用いて測定した

Sr4V2O6Fe2As2 の(a) 点および(b)M 点近傍の

ARPES スペクトル. 


